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私はいろいろな植物が好きです。この原稿を書いて

いるのは 2 月下旬。昨年の秋に種をまいた菜の花が咲

き、チューリップのかわいい芽が地上に出てきました。

近くの公園では梅が満開です。春は南から、山のふもと

から近づいてきます。考えてみれば不思議ですね。きち

んとした理由があるのでしょうがあまり深く考えない

で過ごしてきました。 

雑草も誰かが種をまいたわけでもないのに、その植

物に適した季節に芽が出て成長し、次の子孫を残して

枯れていくことを長い年月繰り返してきました。ちな

みに「雑草」という名前の植物はありません。皆さんと

同じように名前のない人がいないように、どんなに地

味な草にも名前があるのです。皆さんが土手を歩いて

いて何も気にしないで踏んでいる草にも名前があるの

です。私が幼かったころに見かけた日本原産の植物の

姿が見られなくなってきて、同じ種類ではあるが少し

違う外来種が増えています。昔の日本にはなかった明

らかに違う種類の外来の植物がたくさん入ってきてい

ます。これからは共存共栄の道を進んでいくのか、外来

種が勢力を伸ばしていくのか。逆の例もあるそうで、日

本古来の植物も外国で勢力を伸ばしているものもある

そうです。 

自然の中では、植物は人間の手を加えなくてもその

時期なれば芽を出し、花を咲かせます。それには回りの

環境に手が入りすぎると、植生が変わってしまいます。

このような例は都会ではたくさんあります。雑草と、あ

る程度共存できるといいですね。植物はすべて意味が

あり、生存しているのだと思います。でも庭に雑草が生

えると始末したくなってしまいます。雑草は確かにあ

る場所では邪魔者扱いされます。しかし、雑草とひとく

くりで捉えるのではなく、1 つ 1 つ違う固有の名前を

覚えて接すると少し愛しく感じられることがあります。 

これからの季節、土手や公園の片隅に雑草と思って

いた植物の名を覚えて接してみてください。よく観察

すると花は小さいがきれいでかわいい植物に出会えま

す。このような機会から環境に対して以前より優しく

接しられるかもしれません。これからは過ごしやすい

季節になります。野草図鑑片手にお散歩などおしゃれ

ではないですか。最近スマホのアプリを使って名前の

わからない植物を検索していますが、とても役に立っ

ています。どうか植物探検の機会をお子さんともども

たくさん取れるといいですね。私が植物に興味を持っ

たのは花好きの祖母の影響が大きかったようです。 
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今年度、おひさま園長会では法人の理念「養護」「教育」

「子育て支援」に合わせ、３チームに分かれて、事業を企

画、活動しています。 

そのうちの 1つ、「教育」チームでは、副園長、主任が集

まり法人の理念を振り返り、共通認識を持つため、3 回の

研修を行いました。「井戸端会議」「答えをもとめない」の

2 つの心得でワイワイと、間違いも正解もなく、話し合う

研修です。1 回目は、理念の「教育」にある文言の身近な

環境って？多様な遊びって？を具体的に置き換えると、ど

うなるのか考えました。2 回目は、理想とする保育園像を

理念や園目標・環境から考えてみました。そして 3回目は、

「おひさま園新聞」作成。配属園の特色や素敵な所を改め

てピックアップして、自慢したくなる気持ちになりました。

３回の話し合いの中で見えてきたのは、各園が「保育理念」

や「保育目標」に基づく保育を（意識せずとも）実現してい

るということでした。 

今後も全職員がＣＭの台詞のように「そこに理念はある

んか？目標はあるんか？」と自問自答しながら、保育のス

テップアップを楽しめるよう、園長会も共に考えていきた

いと思います。 

葛西第二おひさま保育園園長 杉本 奈緒美 

 

 

 

 

感染症拡大防止を目的として、おひさま保育園全保育室の手洗

いを自動水洗に改修しました。始めは蛇口ハンドルを探して不思

議そうにしていたり、自動水洗から水が出る様子を眺めていたり

していた子どもたちですが、今では自動水洗に手をかざし、上手

に手洗いができるようになりました。 

これからも安全安心な保育園づくりを進めていきます。 

 

 

 

 

 

全保育室の手洗いが自動水洗になりました 

・改修工事期間：令和 4年 9月から 12月 

・交換数：660か所（全 23園） 

おひさま保育園の理念を振り返ろう研修 

清新おひさま保育園の様子 
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コロナ禍の窮屈な日々から、少しずつ以前の生活を取り

戻しつつある昨今。保育園でも食育活動が戻り始め、春から

夏には植物栽培や収穫、秋には魚の解体と、子ども達は興味

津々、意欲満々で取り組んでいます。冬には SDGsを踏ま

えた『手作りふりかけ』が給食に出ると知り、是非この事に

ついても関心を持って欲しいと思い、イラストを使って年

長組さんに話をしてみました。 

 まずは、「味噌汁の中には何が入っているか？」と言う、

クイズ形式で話を進めました。しかし、中の具はイメージ出

来るのですが、“だし”と言う物については初耳だったようです。かつお・かつおぶしからピンときた子が数名。「た

こ焼きに乗っているよ。」と言うと、「豆腐に掛けるやつ？」「おにぎりにも入ってる！」と、知っている事と“だし”

のイメージが繋がったようでした。そこから話は早く、味噌汁は“だし”を使って出来ていること、その“だし”は

美味しい汁を取ったら、まだ食べられるけれども捨ててしまっている事を伝えると、給食で出てきた『手作りふり

かけ』に、俄然興味を持った子ども達。「食べてみたい！」と、手を上げる子が、ほぼ全員となりました。食べてみ

ると「美味しい！」の大合唱になり、丼一杯山盛りあったふりかけが、見事空っぽになりました。 

 この活動を通し、知ることが子ども達の食べ物に対する興味や、大切にする気持ちを芽生えさせることに繋がる

のだと実感しました。これから成長していく子ども達の礎となる食べると言うこと。日々、その大切さや楽しさを

伝えると共に、新たな興味や刺激も提供していけたら良いなと思います。 

鹿骨おひさま保育園 副園長 堀越 聖子 

 

 

 

 

 

最近は便利になり、わざわざかつお節から出汁を取るお家が少なくなりました。私もその一人です・・。 

エコふりかけは、【出汁ガラのかつお節】から作る以外にも様々な材料で作ることができます。常備菜にも朝食の一

品にもなりますので、ぜひ作ってみませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【材 料】 

・大根葉、かぶの葉：1 本分・1 束分 

・しらす：大さじ３ 

・ごま油：大さじ１ 

・醤油、みりん、酒：大さじ１ 

・砂 糖：大さじ 1/2  

・白いりごま：適量 

おうちで簡単エコふりかけ 

法人給食だより 

【作り方】 

① 大根葉はお湯で茹でる。小口切で細かく切る。 

② 鍋にごま油を入れ、絞った大根葉と 

 しらすをよく炒める。 

③ ②に醤油・みりん・酒・砂糖を入れて 

水分がなくなるまで乾煎りする。 

④ 水分がなくなったら、白ごまを入れて 

香りが出るまで炒めて完成。 
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数年前から健康を

意識し「歩く」を心掛

け、ウオーキングや散

歩を始めた。初めは近

所の公園を歩く程度

であったが、体も慣れ

続いてくると休みの

日には目的も場所も

経路も時間も何もかも気にせず、（疲れたら電車やバス

に乗ろう。）くらいの気持ちで自宅から様々な方面へ歩

いて行くようになった。普段では気が付かないような

何気ない発見もあり、知らない場所へ気ままに行くこ

とにワクワクし冒険へ出るようだった。友人に話した

ところ、せっかく散歩に出るなら寺社に寄り御朱印を

頂いてみてはどうかと提案され、寺社巡りを目的とし

た新たな散歩の世界に飛び込んだ。都内や地方を含め

様々な寺社を調べ出かけがてら歩き、参拝し御朱印を

頂く。各地の素敵な景色やパワーを感じ気持ちの切り

替わりにもなり、ライフワークになった。よく実家の

父が「歩きに行ってくる」と一人で出掛けていた頃は、

（何が楽しい？）と思っていたが、自分が続けてきて、

その時の父の気持ちがやっとわかったような気がする。

平日は季節や状況によってはお休みすることもあるが、

時間が取れる時はウオーキングや散歩を細々と日々続

けている。これから温かくなり春の風を心地よく感じ

ながら継続したいと思っている。 

南篠崎おひさま保育園園長 森 晴美 
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保護者のみなさまの声 

わが家の 3 人の子どもは、全員葛西おひさま保育園で 1 歳からお世話になっております。第 1 子が入園したばかりの

頃は泣き叫ぶ我が子をみて、かわいそうで親の自分まで泣いていました。それが第 3 子入園の際には、泣いている我

が子を見ても微笑ましく見守っている自分がいました。それは保育園の先生方への信頼と、保育園が楽しい所だという

ことを私自身よく学んだからです。コロナ禍で制限も増えましたが、何とか行事を実施しようと工夫して頑張ってくれ

ている先生方には感謝の気持ちでいっぱいです。運動会や発表会はまさに感無量でした。まもなく第 3 子も卒園。卒

園式ではどんな時も優しく成長を見守ってくれた先生方に、子どもたちが最高の笑顔を見せてくれることを楽しみに

しています。                                   葛西おひさま保育園より 

リレー随筆 

みなさまに「おひさま保育園の今」をお届けしたく、創刊した法人誌「おひさま」は第 36 号目とな

りました。いつもご覧いただき、ありがとうございます。これからも精進してまいりますので、よろしくお願いいた

します。 

この春、いよいよ下の娘が卒園します。我が子 2 人がお世話になった 7 年間を振り返ると、新堀おひさま保育園に通

えて本当に良かったと、しみじみ感じているところです。保育園生活で、お友達に恵まれ、大好きな先生に出会い、楽

しい毎日を過ごすことができました。それは、いつでも先生方が子どもに寄り添い、成長を見守り支えてくださったお

かげだと思っています。また、行事を通して、子どもが家では体験できない色々な経験をすることもでき、有難かった

です。相撲大会での悔し泣きも友達と頑張ったお遊戯会も、とても良い経験となり、我が家の素敵な思い出となりまし

た。子ども達のために・・と、どんな時もご尽力いただいたことに重ねて感謝申し上げます。お世話になった先生方、

職員の皆様、本当にありがとうございました。                    新堀おひさま保育園より 


